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□日時 ２０２６（令和８）年 ７月 １日（水） ７／１版
午後１３時開場、１３時３０分から１５時５０分頃まで
※集会終了後で「熊本空襲慰霊碑」を慰問

□場所 熊本市中央公民館 ６階 大会議室３（定員７６名）
熊本市中央区草葉町５－１

Ⅰ 講話「１９４５年３月１８日“三菱熊本航空機製作所の空襲”は
何だったのか、熊本に何をもたらしたのか！」

代表幹事 髙谷 和生
（１）米機動艦隊による熊本空襲

（２）３月１８日と５月10日・１３～１５日の「健軍
飛行場と三菱熊本航空機製作所の空襲」

（３）三菱熊本航空機製作所各工場の一次
疎開学校工場等、二次疎開地下工場

（４）続く７月１日・８月１０日の二回にわたる
熊本大空襲でも、本格的な空襲対象と
ならず敗戦をむかえる！！

（５）敗戦からの「新たな健軍のまちづくり」

（６）この戦争と熊本の空襲は、何をもたらしたのか？ 何を今に伝えるのか？
①飛行場施設の地下化、軍需施設の学校への疎開・分散、地下工場の造営
□アジア太平洋戦争期での敗戦間際の1945年熊本の状況「本土決戦体制の確立 」

□九州・沖縄の防衛力強化「南西シフト」は、九州地域の新たな本土決戦「決六号作戦」では！

□実効性ある国民保護策として、健軍駐屯地周辺の病院等への「シェルター整備・確保」優先

②西部方面総監部司令部の地下施設・強靱化・
抗たん性は‥
□「旧海軍佐世保鎮守防空指揮所の作戦司令室・電信室等」

から見る当時の防空状況

□旧軍では「作戦司令部施設・電力施設」を最優先

③健軍弾薬庫（現存９棟と土塁）の武力攻撃に
対する「抗たん性・強靱化」
□「豊橋海軍工廠弾薬庫・豊川海軍工廠平和公園」から

見る被害軽減、周辺部への被害回避

□旧軍では、弾薬庫・燃料庫防御は「隧道式」

敗戦後の三菱重工業熊本航空機製作所工場群
スライド（コダクローム）撮影

□長崎県「旧佐世保鎮守府地下
防空指揮所」
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④沖縄・先島諸島からの九州各地への１２万人の
「住民避難（旧疎開）」
□熊本への沖縄児童「学童疎開」、対馬丸の悲劇、熊本

地震での一次避難・二次避難、生活確保

⑤戦争・空襲・被爆の被害を、国民に強いる
「受忍論」の限界、誤謬
□「原爆犠牲者への国家補償」「空襲被害者救済法」の

成立！ 国民の民意を、どの様に示すのか！

（７）「三菱重工業熊本航空機製作所第一組立工場」
を保存する意味は！！

□旧三菱重工業熊本航空機製作所及び同第一組立工場

等の歴史的価値

□健軍地域のまちづくり、熊本の航空機産業の歴史を検証し、

記憶を残す象徴的価値

□ウクライナ戦争から見る各種ドローンや軍事Ａ１等による
「新しい戦争」の姿

□武力だけに頼らない「国防の意味」を考える！

□愛知県「旧豊川海軍工廠・平和
公園」、施設防御の全容

□「第十六方面軍作戦構想図」
昭和２０年８月頃

『戦史叢書 本土決戦準備』より

□令和８年６月１４日「旧三菱重工熊本航空
機製作所第一組立工場等の市民見学会」
の様子、当時工員の証言

□敗戦後で空襲被害を受けた「三菱重工
業熊本航空機製作所第一組立工場」の様
子 長崎平和推進協会提供

□昭和３３年警察予備隊「健軍駐屯地旧
第一組立工場内での開隊式様子」

健軍駐屯地提供



- 3 -

Ⅱ 「寺本至孝さん」証言と紙芝居

（１）当時のご自宅は、ご家族・生活のご様子

□父親の出征と戦死
□当時の「本荘国民学校」の様子、空襲への
□対処は、どう変わっていったのか？

(2) 「８歳の少年が見た
7月１日 熊本大空襲」証言と紙芝居

□空襲は何時頃で、その時はどの様に対処されましたか
□最初に投下された「照明弾」の様子は‥

□爆弾・焼夷弾を見て、「小さな焼夷弾は消せた！」
「大きな爆弾もあった」

□８月１０日「第二回熊本大空襲」は、大津の疎開先で

□広島・長崎の「新型爆弾」への防御措置
□「紙の爆弾 伝単」は見ましたか？

□敗戦「８月１５日」の様子
□「何故 あの日 私たちは逃げられなかったか」

□日本の「重慶への無差別爆撃」と「皆殺しのルメイ」

（４）戦後の本荘校や「不便だった新制中学校」

教員生活の思い出やエピソードを
ご紹介ください！

（５）太平洋戦争開戦から８１年目となります。

いま現在も、ウクライナ戦争、中東イランでは
戦闘が行われています。

当時の事と重ね、どの様に思われますか？
その思いをお話しください！

（６）今回の「熊本空襲を語り継ぐ集い」で、参加
の皆さま方にお伝えしたいことは！

□紙芝居「熊本大空襲」表紙
□紙芝居上演の寺本至孝さん

□誕生 □父親の出征

昭和 20 年、当時本荘国民学校三年生８歳の「てらもとよしたか」少年は、７

月１日の夜、街を焼き尽くす大空襲を体験しました。爆撃機Ｂ 29 の轟音、降り

注ぐ大小焼夷弾の爆発音、家屋が燃えあがる炎のなか、防空壕から飛び出し、街

中に母親や兄弟とともに乳母車を押して、火の粉を払い逃げまわりました。

敗戦後、ひもじいおもいを重ね、何もかも不足したなかで、学校教員となり、

いまは「平和の尊さ」を継承する活動を行っています。この体験を綴った紙芝居

を作り、多くの子ども達へんの「語り継ぐ活動」への思いを語っていただきます。
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Ⅲ 報 告 「熊本空襲 記憶の継承プロジェクト Ⅲ」

代表幹事 髙谷 和生

（１）「熊本空襲記憶の継承プロジェクトの取り組み」と完成した「昨年の５枚」紹介
本プロジェクトは、戦後79年から三年をかけて取り組んだ。
太平洋戦争期の記憶は、次第に消え去りつつあり、熊本空襲に関しても、関わる戦時体験者は

減少し、一方ではその膨大な証言等は未整理のまま蓄積されており、これも記憶とともに忘れさ
られようとしている。
本プロジェクトでは、これらの未整理の資料等を、再度構築しなおすとともに、体験者の新た

な記憶を呼びさまし、次代に継承する事業として「空襲写真のカラー化事業 記憶の解凍！」他
三事業に取り組むんだものである。
写真カラー化の先行事例として、新潟県長岡市（長岡市空襲資料館）では、東京大学渡邉教授

及び新潟日報社と共同で、戦前から戦後復興期までの白黒写真をＡＩ画像認識と空襲体験者等か
らの聞き取りによりカラー化する「空襲から復興」事業を展開している。
本事業では関係諸機関等と連携して、戦後80年を節目の時期ととらえ「熊本空襲の記憶を次代

に継承」していきたい。なお、ここで使用する「記憶の解凍」という言葉は、東京大学渡邉英徳
教授による提言である。

□一項目 空襲写真のカラー化事業「記憶の解凍！」
作業対象は、くまもと戦争遺跡・文化遺産ネットワーク様の承諾のうえ、所蔵される米軍

撮影「熊本空襲白黒写真２０枚」を予定した。第一期で「４枚」、第二期で「５枚」が完了し
公開を始めた。同会刊行の平和継承リーフレット『空襲下の熊本』及び『Ｍ７６焼夷弾と熊
本空襲』を参照のこと。
特に新たな視点として、より客観資料とするために、完成した写真内に三箇所の「カラー

コード図記載：熊本平和憲法を活かす会方式」を示し、今後の将来での検証に耐えうる資料
とした。
但し、証言聞取りでは「空襲での色記憶は、“あいまいな場面”もあり」、更なる手だてが

必要だと感じている。
□二項目 空襲資料の新収集事業「現物が語る記憶！」

７月１日「第一回熊本大空襲」での「焼夷弾（現在確認出来ていないＥ４６集束焼夷弾の
部品、照明弾、更なるＭ６９小型焼夷弾）に関する現物等の収集作業では、新たな発見は無
かった。
1945年７月～８月に熊本、宇土・松橋、菊池、玉名地方等へ投下された紙の爆弾「伝単」

に関する新たな証言「天草鬼池地方」で収集できた。新たな伝単現物の発見、投下時に伝単
を容器していた通称「伝単爆弾（器）」の証言は無かった。
また、熊本県内ではあまり知られていない1938年5月20日人吉・球磨・芦北地域への中華民

国軍機による「伝単」投下に関しては、新たな現物が「故北御門二郎氏遺品」から発見でき
た。今後も会での各種活動、展示会等を通し、県民への働きかけを進める。

□三項目 熊本県内での日本側全空襲のデータベース化事業「記憶の記録･集約！」
これまで本会で発行した刊行物『戦後７５年熊本空襲を語り継ぐ』、熊日『伝えたい私の戦

争』、刊行されている市町村誌から空襲証言等を抜粋してデータベース化を模索した。ただい、
マンパワーが不足して集約できなかった。
また、併せて予定していた「熊本空襲戦没者データベース化」も果たせなかった。

□四項目 熊本県内各地への米軍側空襲記録のデータベース化「新資料の調査･集約！」
九州内の空襲調査に取り組までいる「空襲・戦跡九州ネットワーク」での米軍資料集約作

業を検証して、「静岡平和資料センター」様式を参照し、データベース化に取り組んだ。ただ
し、日本側と米軍側証言の一致化については、具体的検討は一部箇所に留まった。

（２）取組のまとめ
□カラー化作業は、一端完了とする。他団体等からの共同作業等の要請等には応じる。
□熊本空襲に関わる新たな資料発見、証言聞取りは、継続する。
□米軍記録・資料の継続調査、証言と一体化した基礎資料づくりは継続する。新たな手だて
を検討する。

□継承として『新・熊本空襲物語』を検討したい。

（３）今後の活用等
□報道関係各社へは、「熊本空襲実相を知る資料」として、紹介、公開を進める。
□職域団体・出版業へは、貸出規定に則り、提供する。
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Ｆ：本山町の岡村鉄工所とＭ７６焼夷
弾 現在は熊本都市バス本山営業所にあった軍
需工場への大型落下傘付き焼夷弾投下の様子で
ある。証言は確認できていない。

Ｉ：萩原町の西部瓦斯製造所
三菱熊本航空機製作所へガス供給の為に、接さ

れた西部瓦斯工場であるが、敗戦時には未完成で
あった。南熊本駅からの引込線が見える。

Ｅ：旧熊本市立商工学校への空襲 旧商工
学校は地域商人の子弟教育を担う学校として開設
されたが、敗戦時は工業実務を充実させた教育過
程を実践していた。学校内には旋盤等が多数設置
されていた。８月１０日空襲時は、生徒登校はな
く、建物疎開等を行っていたとされる。空襲翌日
は、生徒自ら片付け作業をしたという。画面奥は
一新国民学校と鹿児島本線で、当時の空襲体験の
証言が残されている。当地はいま西山中学校。

Ｇ：北岡神社と旧国鉄
旧国鉄鹿児島線の奥に北岡神社施設が見え

る。白川腰の本状地域で、焼夷弾等が投弾さ
れ爆発様子が見える。証言は残されていない。

Ｈ：旧国鉄・熊本駅と春日国民学校
熊本駅構内にはゼブラ模様の対空迷彩を施した
車両用が留まっている。南熊本方面から攻撃し、
当地を抜けて花岡山を越え機体は退避する。
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完成したＡＩカラー化写真へのカラーコード図記載：熊本平和憲法を活かす会方式
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